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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はA1ファミリーのペプチダーゼの一種をコードしています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。これらのバリアントのうち少なくとも1つは、タンパク質分解によって成熟酵素が生成されるプレプロタンパク質をコードしています。アスパラギン酸エンドペプチダーゼであるこの酵素は、抗原処理および分泌タンパク質の成熟に関与している可能性があります。この遺伝子の発現亢進は神経変性疾患において観察されています。[RefSeq提供、2015年11月],触媒活性：カテプシンDに類似していますが、特異性はわずかに広いです。,機能：免疫機能に関与している可能性があります。MHCクラスIIを介した抗原提示における抗原ペプチドの処理に関与していると考えられます。胸腺における活性化誘導性リンパ球減少、および脳における神経変性とグリア細胞の活性化に関与している可能性があります。,PTM：グリコシル化されています。糖鎖の性質は細胞の種類によって異なります。線維芽細胞において、プロ酵素は高マンノース型オリゴ糖を含み、成熟酵素は複合型オリゴ糖を含む。赤血球膜において、プロ酵素と成熟酵素の両方が複合型オリゴ糖を含む。,PTM：自己触媒的切断によって2つの形態が生成され、形態Iはイソロイシン54番残基から、形態IIはスレオニン57番残基から始まる。,類似性：ペプチダーゼA1ファミリーに属する。,細胞内局在：プロ酵素は小胞体とゴルジ体、成熟酵素はエンドソームに局在する。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。,組織特異性：胃、肺クララ細胞、活性化Bリンパ球に豊富に発現し、リンパ節、皮膚、脾臓にも低レベルで発現する。休止期Bリンパ球には発現しない。,
	研究分野
	リソソーム;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌組織におけるカテプシン E 抗体の免疫組織化学分析。
	

	カテプシン E 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	カテプシンEポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

